
 ８月２７日（日）、トーサイクラシックホール岩手（岩手県民会館）大ホールにおいて、第７５回全日本

合唱コンクール岩手県大会が開催され、本校特設合唱部４０名が合唱曲『ほらね、』を披露し、見事銀賞を

獲得してきました。 

 特設合唱部は夏休み前に結成され、授業日は昼休みに、夏休み中は毎日午前中の１時間ほど練習に取り

組みました。また、指導者として、音楽の担当の立花先生の他、本校の鈴木庸子適応支援相談員がボラン

ティアで指導してくださいました。ありがとうございました。 

 本番では、男声のしっかりとした声が女声をしっかりと支え、中学生らしいさわやかな歌声を表情豊か

に、そして、自然と身体でリズムをとりながら発表していました。 

 来年度も千中らしい、楽しそうでさわやかな合唱を響かせる、特設合唱部が結成されることを期待して

います。 
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【一口感想】 

 特設合唱部に入って３年目となり、今年のコンクールは中学校生活最後のコンクールでした。３回目

のコンクールで緊張というよりかは、「これで最後なのか」という惜しむような、はたまた「早かったな

あ」と思うような気持でした。１学期、夏休み、２学期と３つの期間で練習できた成果を全員で存分に

発揮できたと思います。今までのコンクールでは銅賞にとどまってきたけど、今回は銀賞。今までで一

番良い結果で締めくくれて、とても嬉しかったです。         （３Ｃ 岩井 涼） 

 私たち特設合唱部は、１学期の後半から練習してきました。アルトパートはソプラノパートよりも音

程が低いので、どのようにしたら遠くまで響かせることができるのか、立花先生や庸子先生から姿勢、

口の開け方、表情など教えて頂き、練習に取り組んできました。本番では、今まで言われてきたことを

意識しながら一度しかない合唱を全力で楽しみ、笑顔で終わることができました。結果は銀賞で、金賞

をとることができませんでしたが、後悔のない大会にすることができたと思います。 

（３Ｂ 千葉悠佳） 

 合唱コンクールに向けてのこれまでの練習と本番当日の発表を振り返ってみて、今回から参加する３

年生も多く、最初の頃は一体感こそなかったですが、練習を重ねるごとに目標への意識が高まってきて

いると感じました。練習の中でも、自分たちのパートだけでなく、全体の響き方や改善点を改めて見直

し、本番に向けて完成度を高めていきました。本番前も仲間と緊張をほぐし合いながら臨めました。本

番の合唱は一人ひとりが声を出してホール全体に響かせることができていたと思います。合唱コンクー

ルの緊張感を忘れずに、紅輝祭に向けクオリティーを上げていきたいです。 

（３Ｃ 須藤萌波） 

 

     自分の考えを堂々と発表      
 ８月３０日（水）に東山地域交流センターにおいて、「わたしの主張 一関東

地区大会」が開催され、東山中学校の全校生徒や保護者、関係者が耳を傾ける

中、一関東地区の中学校の代表６名が発表を行いました。本校からは小野寺竜

之介君が「支え合いの輪」と題して、「介

護」「ヤングケアラー」について日ごろ感

じている自分の考えを発表し、見事優良

賞（第３位相当）を受賞しました。 

 夏休み中から原稿の推敲を重ね、その

後、発表の練習をくり返してきた努力の成果が評価されたものと思

います。おめでとうございました。 

 なお、紅輝祭で竜之介君の発表の場が設けられておりますので、

ご来校し、発表を聞いていただければと思います。 

 


